
広がる電子行政の二一ズにこたえるソリューション

インターネット活用の住民意識調査サービス
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インターネットを活用した住民意識調査サービス

インターネットを活用した住民意識調査サービスの全体イメージ

｢住民と行政の協働による地域づくり+を推進するため,行政と住民の間に協働の場をもたらす仕組みとして,｢インターネットを活用した住

民意識調査サービス+が必要である｡

地方分権が進展する中で,自治体では,｢自立した地域づくり+を進めるために,住民の参加を求め､住民と一体となった,

聞かれた信頼される行政を運営していくことが求められている｡他方,行政効率と行政サービスの向上を目指して地域IT化が

進められており,インターネットの環境整備や利用教育が並行して推進されている｡

このような背景を踏まえて,ヴオウトジャパン株式会社さ主･)は,住民参加の地域づくりを支援するインターネット活用の住民

意識調査サービスを提案している｡

ヴォウトジャパン株式会社の住民意識調査サービスでは,住民の声を広く収集するための｢投票箱サービス+と,詳細な意見

を収集するための｢アンケートサービス+を組み合わせることにより,広範固かつ詳細に住民の声が聞けるようにしている｡ま

た,両サービスをASP(ApplicationServiceProvider)製品としてレンタルで提供しているので,自治体などのユーザーはいつ

でも必要なときに住民意識調査を実施することができる｡

はじめに

地方分権一括法の施行など,地方分権が進展する中

で,自治体では｢自立した地域づくり+が求められている｡

しかし,行政単独での推進には限界があるため,NPO

(民間非営利団体)やNGO(非政府組織),企業住民を含

む住民との協力の下に,｢住民と行政の協働による地域

づくり+を進める必要性が高まっている｡

また,IT(Information Technology)基本法の施行や

｢e-Japa蛸印各+など地域IT化が進展する中で,ITの活用

※)ヴオウトジャパン株式会社は,日東製作所と米国VOTE.com祉の出資により,2001年5月10I‾lに設_謀された,インターネットを

活用した住民意識調査･消費者意識調査サービスを提供する合弁会社である｡
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による生活利便性の向上も求められてきている｡とりわ

け,インターネットを活用した住民のための行政サービ

スの向上が急務となっている｡

行政自身にも,行政サービスの情報化の推進,内部評

価のほか住民など外部評価を含む行政評価の導入によ

り,行政業務の効率化を進め,行財政構造改革を推進す

ることが不可欠となっている｡

このような背景を踏まえると,今後の地域づくりにお

いては,ITなどを活用しながら行財政改革や情報公開を

進め,｢開かれた信頼される行政づくり+を進める一方,

できるだけ多くの住民が行政に参加,参画する場を拡充

し,｢住民と行政の協働による地域づくり+を推進する必

要がある｡

ここでは,住民の声を地域づくりに反映する｢インタ

ーネット住民意識調査サービス+について述べる｡

住民参加型行政推進のニーズ

今後,行政が地域づくりを進めるためには,住民の参

加を求め,開かれた信頼される行政運営を行う必要があ

る｡このためには,多くの住民の意見を取り入れる仕組

みが必要であり,特に,インターネットを中心としたIT

の活用が不可欠となる｡

このような行政と住民の間に協働の場をもたらす仕組

みとして,行政から住民に問題や課題を投げかけ,住民

の声を広く収集し,これを行政に反映していくことが求

められている｡同時に,住民もみずからの意見を行政に

伝え,行政に参加していく場を提供するため,｢インター

開かれた信頼される

行政運営の展開

行

政

インターネット活用型

地域づくり

住民参加･

参画

多くの住民の意見を

迅速に反映

住民意鼓調査サービス

住

民

図1住民意識調査サービスの位置づけ

住民意識調査サービスは,住民参加の開かれた行政道営のため

の,多くの住民の意見を反映する仕組みとして位置づけられる｡

22

ネットを活用した住民意識調査+が有効と考える(図1参

照)｡

これまでの,紙ベースでのアンケートや電話による意

見収集では,対象者の数にもおのずと限界があり,時間

も費用もかかった｡これに対して,インターネットを利

用した意見収集,アンケート調査では,このような問題

が解決できる｡特に,携帯電話を活用することにより,

インターネットの普及状況にかかわらず住民の声を幅広

く集めることができ,一部の意見だけではなく,いわゆ

る｢サイレントマジョリティ+としての住民の意見を確実

に把握することが可能になる｡

住民側から見ても,自分の意見を直接発信することが

できるので,行政に対する参画意識が高まり,住民主体

の行政推進を実感することができる｡

住民意識調査サービス

3.1住民意識調査サービスのねらい

ヴオウトジャパン株式会社が提供する住民意識調査サ

ービスでは,多くの住民の意見を収集するための｢投票

箱サービス+と,詳細な意見を収集,分析するための｢ア

ンケートサービス+を組み合わせることにより,広範囲か

つ詳細に住民の意見が聞けるようにしている｡

これらのサービスでは,顧客システムとして構築,提

供するのではなく,ASP(ApplicationServiceProvider)

製品として,投票箱システムとアンケートシステムをレ

ンタルで提供する｡これにより,必要なときにいつでも

意識調査を実施することが可能になる｡特に,緊急の課

ヤ単る.･秘′遥+岱詔翁桝滋洩←入り､､議事鞭ム▼ぷ攣∴
∃..才t準.■
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w..仙叩.叩叫仰一】.W仰W.仙洲小山〆㌔
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.J

蚤
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㌔

済

｢姓事p

古匝鼻骨

rゴール

rスギ▲ウセンタ

⑳

投票箱

図2 自治体ホームページでの投票箱の利用例

自治体のホームページに,自治体から住民に対する問い力りナを

質問形式で記載した投票箱を掲載し.これに投票してもらうとい

う形で住民の意見を収集する｡
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題･問題について住民の意見を聞く必要が生じた場合に

は,事前にシステムを準備することなく利用できるこの

レンタルサービスが有効になる｡

3.2 投票箱サービス

投票箱サービスは,住民の声を幅広く集めることをね

らいとし,自治体のホームページに掲載して利用される

(図2参照)｡この投票箱では,設問数を一つに限定する

ことにより,多くの住民に簡単に,気軽に意見表明して

もらうことが可能になる(図3参照)｡

この投票箱への投票に際しては,投票者が自分のメー

ルアドレスを入力する｡これは,意見を表明する際に,

インターネット上の自分の名前を名のることを意味して

いる｡メールアドレスを凍え氏名を明らかにして投票し

てもらうことにより,一人で複数凶投票すること,すな

わち多重投票を防ぐとともに,意見表明の信びょう性を

高めることになる｡

この投票箱への投票に際して人力されたメールアドレ

スは,次のステップのアンケート調査に活用される｡例

えば,市民プールの建て替えに関する意見収集を投票箱

サービスで実施した場合を想定すると(図4参照),建て

替えるべきという住民意見が多数を占めた場合,さらに,
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図3 投票箱の画面例

問いかけは択一方式の質問形式で記載され,投票形式で意見が

収集される｡投票結果は,リアルタイムでグラフ表示される｡
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図4 アンケートの設問例

アンケート調査では,設問･回答形式で詳細に住民の意見を収

集.分析し,必要に応じてフリーテキスト形式で具体的な意見の

収集を行う｡

どこに設置すべきか,どの程度の大きさにすべきか,ご

み焼却場との併設にすべきか等々,詳細なアンケート調

香が必要になる｡

この際の対象者の選出では,先に投票箱での質問に市

民プールを建て替えるべきと投票した住民の中から抽出

醤誇i義元丁7イル屯〉意集鬱 泰:宗宅汐お顔jご入り也〉

惑 挨窯 ち轡メ熟ア 愚▼∂密
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+
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図5 アンケートのログイン画面例

アンケート調査は,メールアドレスやID情報,パスワードによっ

て対象者を識別して実施する｡
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図6 アンケートのプロフィール入力フォーム例

アンケート調査では,さらに詳細な調査,分析を行うために,

対象者のプロフィール情報の入力も行う｡

することも可能であり,アンケートでは,その投票者の

メールアドレスを使用して回答を依頼することになる｡

3.3 アンケートサービス

上述したように,アンケート調査による意識調査は,

投票箱による意識調査で幅広く収集した住民の声を,さ

らに詳細化し,分析する際に使用する｡アンケートを依

頼する対象も,投票を行った住民の｢Pから抽出すること

ができる｡なお,意見を収集する住民があらかじめ明確

になっていれば,直接,アンケート調査を行うことも吋

能である｡

アンケート調査では,ウェブのHTML(Hypertext

Markup Language)フォーム形式のアンケートフォーム

を特定のウェブサイトに掲示し,対象者にこのサイトの

URL(UniversalResource Locator)のほか,アクセス川

のID(Identifier)とパスワードを連絡する(図5参照)｡ア

ンケート調査の対象者は,これらの情報に基づいてアン

ケート用ウェブサイトにアクセスし,アンケートフォー

ムに回答データを記入することになる｡

また,アンケート調査では,回答結果を分析するため,

回答者に,プロフィール(年齢,性別,職業など)情報を

入力してもらう必要がある(図6参照)｡したがって,こ

れらの情報を入力するためのフォームも設定している｡

3.4 投票箱サービス･アンケートサービスの特徴

ヴオウトジャパン株式会社が提供する投票箱サービス
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表1投票箱サービスとアンケートサービスの特徴

投票箱サービスとアンケートサービスはASP製品として提供さ

れるため,必要なときに即座に,低額の費用で調査が実施できる｡

項 目 投票サービス･アンケートサービス

開 発 顧客によるシステム開発が不要

運 用 顧客によるシステム運用が不要

即時性 必要なときに即座に実施が可能

コ ス ト 低コストで実施が可告巨

機 能

投票結果はリアルタイムで表示が可能｡アンケ

-ト回答結果も所定のターンアラウンドで顧客
にメールで定期送信が可能

投票者･アンケート回答者に顧客から一斉メー

ルの送信が可能

投票･アンケートとも,顧客自身で質問項目を

簡単にシステムに入力できるようにするための

｢質問･設問作成支援ツール+を提供

投票期間･アンケート回答期間などの管理も,

情報をあらかじめ設定しておくだけで自動管理

が可能

事前登寂した当事者･関係者への投票結果･ア

ンケート回答結果のメールによる自動配信が

可能

信頼性

ユーザー情報は暗号化してデータベースヘ格
納,管理

SSL利用のセキュアデータの送信が可能

質問･アンケ

住民,掛二｢サイレントマジョリティ+から意見

を引き出すためには,テーマの設定.質問の仕

-ト作成支援 方にくふうが必要｡このため,VOTE.co.jpホー

サービス ムページの質問作成経験で蓄積したヴォウトジ

ヤパン株式会社のノウハウを提供

注:略語説明 SSL(SecureSocketLayer)

とアンケートサービスの特徴は以‾‾Fのとおりである(表1

参照)｡

(1)レンタルサービスを活用することにより,行政機関

でのシステム開発や運用などが不安で,必要なときに即

座に,低コストで意識調査やアンケート調査が実施で

きる｡

(2)投票結果はリアルタイムで表示,掲載することが叶

能で,アンケート凶答結果も,所定のターンアラウンド

で,メールを利用して行政機関へ送付することができる｡

また,投票者や回答者へは,行政機関から｢お知らせ+な

どの-▲斉メールを送付することもできる｡さらに,この

投票結果は,あらかじめ指定しておいた関係者へメール

で転送することも可能である｡

(3)投票箱への質問やアンケートフォームへの設問は,

ウェブやHTMLなどについての専門知識を持たない行政

スタッフでも簡単に作成することができるように,ウェ

ブベースの質問･設問作成支援ツールをレンタルで提供

している｡
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(4)投票者･lりJ答者のメールアドレスやプロフィール情

報を暗号化してデータベースに格納し,信頼性の高い仲

人情報管理を行っている｡また,SSLプロトコルを採川

することにより,安全性の高い情報送信を実現できるよ

うにしている｡

(5)住民から広く,偏りのない意見を集めるためには,

設問の設定や質問の仕方に十分な配慮が必要となる｡

ヴオウトジャパン株式会社の投票箱サービスとアンケー

トサービスでは,オプションとして,質問やアンケート

の作成方法に関するコンサルテーションサービスも提供

する｡これらのノウハウは,ヴオウトジャパン株式会社

のホームページで道営する,無料の投票サービスで培っ

たものである｡

導入事例

利垂lミネソタ州のセントポール市では,同市のウェブ

サイトのトップページに投票箱を掲載し,市の抱える重

要課題について市民へ問いかけを行っている(図7参照)｡

図8に,次期市長に求められる資質を市民に問いかけ

ている例を示す｡
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市営施設ライス･アーリントンドームは赤字運営であ

るが,このドームでは冬の間,貴重な屋内スポーツの場

を提供している｡セントポール市として,赤字でもこの

施設の運営革帯けるべきか,それとも閉鎖すべきか｡

図7 米国セントポール市での活用例

米国ミネソタ州セントポール市では,市のホームページに投票

箱を掲載し,定期的に行政課題に関する問いかけを行い,市民の

意見を収集している｡
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図8 次期市長の資質を問う投票例

次期市長にどのような貸賃を市民が求めているのかを問いかけ

る投票例を示す｡

｢誠実さ+,｢ビジョン+,｢政治思想+,｢知性+,｢リー

ダーシップ+,｢経験+が回答の選択肢として用意されて

いる｡

投票結果は,リーダーシップが･･番,誠実さが二番,

知件と経験が三番と市民が考えていることを示している｡

当然,この投票結果は,次期市長選挙に出馬する候補
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図9 投票結果の送付を知らせるメールの画面例

市民の投票結果は市ヘメールで送付される｡同時に,送付した

ことを投票者にメールで通知する仕組みになっている｡

者にとっては貴重な情報になる｡

また,この投票結果は,市の該当部局へもメールで送

付される(図9参照)｡

さらに,投票結果を該当部局へ送付したことを投票者

へ通知するメールが投票者自身に届く｡このように,市

民が直接行政に参画しているという実感が得られる仕組

みになっている｡

このほかにも,市施設の運営方法や各種の市民行事に

関するアンケート調査を1か月ごとに行い,調査結果を

市の行政に生かしている｡

おわりに

ここでは,行政と住民の間に協働の場をもたらす仕組
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みとして,｢投票箱サービス+と｢アンケートサービス+か

ら成る｢インターネットを活用した住民意識調査サービ

ス+について述べた｡

今後,地方分権化はますます本格的に進められ,｢住

民と行政の協働による地域づくり+は急務となる｡この

ため,行政評価との連携なども含めて,具体的な適用を

通して利用方法や運用方法についてのノウハウを積み上

げ,このサービスを真に住民と行政の問の懸け橋として

いく考えである｡
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